
                                              

                          

第
十
二
節 

教 

育 

一 

学
校
教
育 

 

(一) 

和
泊
尋
常
高
等
小
学
校 

 
 
 
 

教
職
員
名
簿
（
昭
和
元
年
～
十
一
年
） 

          （
出
身
地
） 

和
泊
村
皆
川 

〃 
 

和
泊 

〃 
 
 

〃 

〃 
 

手
々
知
名 

与
論
村 

和
泊
村
皆
川 

知
名
村
屋
子
母 

和
泊
村
手
々
知
名 

大
和
村
名
音 

和
泊
村
和
泊 

（
職
名
） 

代
用
教
員 

訓 

導 

〃 〃 代
用
教
員 

〃 

〃 

訓 

導 

准
訓
導 

訓 

導 

（
氏
名
） 

中
原
武
三
郎 

武
山 

初
枝 

撰 
 

正
剛 

菅
村 

ミ
ネ 

山 
 

武
一 

美
野 

入
安 

藤
村 

前
徳 

武
田
恵
喜
利 

川
畑 

栄
助 

橋
口 

猛
尚 

（就
任
年
月
） 

二
・
一
二 

二
・
一
二 

二
・
一
二 

二
・
一
二 

二
・
一
一 

二
・
一
〇 

二
・
一
一 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

（離
任
年
月
） 

四
・ 

八 

一
〇
・ 

三 

一
一
・
一
二 

一
三
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

四
・ 

三 

四
・ 

三 

四
・ 

六 
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(二) 

国
頭
尋
常
高
等
小
学
校 

1 

沿 

革 

 

「
国
頭
尋
常
高
等
小
学
校
沿
革
誌
」
に
は
、
昭
和
初
期
（
昭
和 

元
年
～
昭
和
十
一
年
）
の
年
度
毎
の
沿
革
概
要
・
重
要
行
事
・
学 

級
編
成
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

ア
昭
和
二
学
年
度 

○ 

昭
和
二
年
八
月 

東
校
舎
増
築
し
て
八
〇
坪
と
な
り
普
通
教 

 

室
四
を
置
く
。 

○ 

昭
和
二
年
十
一
月 

西
校
舎
新
築
八
〇
坪 

普
通
教
室
四 

 

ト
タ
ン
葺 

○ 

本
門
の
位
置
変
更 

イ
昭
和
三
学
年
度
学
級
編
成 

     

                                   

2 

教
職
員
名
簿 

          

和
泊
村
和
泊 

〃 
 

手
々
知
名 

〃 
 

〃 

〃 
 

国
頭 

〃 
 

手
々
知
名 

〃 
 

皆
川 

〃 
 

和 

〃 
 

和
泊 

〃 
 

和
泊 

〃 
 

手
々
知
名 

〃 
 

和
泊 

〃 
 

皆
川 

〃 
 

畦
布 

〃 
 

手
々
知
名 

〃 
 

和
泊 

〃 
 

和 

〃 
 

国
頭 

〃 
 

和
泊 

〃 
 

手
々
知
名 

徳
之
島 

和
泊
村
手
々
知
名 

知
名
村
田
皆 

和
泊
村
和
泊 

〃 
 

手
々
知
名 

伊
仙
村
伊
仙 

代
用
教
員 

裁
専
訓 

訓 

導 

〃 代
用
教
員 

准
訓
導 

訓 
導 

代
用
教
員 

訓 

導 

訓 

導 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 

有
川 

貞
辰 

川
辺
マ
ツ
エ 

町
田 

実
美 

前
原 

隆
俊 

沖 
 
 

彬 

皆
吉 

 

平 

和
田 

義
廣 

山
口 

エ
イ 

市
来 

ヨ
ネ 

園
田 
仲
英 

田
中 
宮
久 

相
良 

タ
ケ 

永
吉 

実
亮 

町
田 

実
一 

有
川 

 

妙 

東 
 

ヨ
ネ 

長
崎 

 

仁 

梶
原
源
太
郎 

大
内
山
友
安 

田
畑 

武
秀 

沖 
 

フ
ミ 

新
納 

ツ
ヤ 

川
畑 

一
郎 

武
田 

八
重 

樺
島 

資
満 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

四
・ 

三 

四
・ 

三 

四
・ 

三 

四
・ 

七 

四
・ 

八 

四
・ 

九 

五
・ 

三 

五
・ 

三 
五
・ 

八 
五
・ 
八 

五
・
一
〇 

六
・ 

三 

六
・ 

三 

六
・ 

八 

六
・ 

八 

七
・ 

三 

七
・ 

三 

七
・ 

三 

七
・
一
一 

八
・ 

三 

五
・ 

八 

九
・
一
〇 

九
・ 

三 

一
二
・ 

三 

五
・ 

三 

五
・ 

三 

六
・ 

八 

七
・ 

三 

八
・ 

三 

五
・ 

三 

一
一
・ 

三 

五
・
一
〇 

八
・ 

三 

一
一
・ 

五 

一
二
・ 

三 

八
・ 

三 

九
・
一
〇 

一
四
・ 
三 

八
・ 
三 

七
・ 

三 

一
三
・ 

三 

九
・ 

三 

一
二
・ 

三 

一
五
・ 

三 

九
・
一
〇 

 
三
方
村
仲
勝 

和
泊
村
和
泊 

〃 
 

手
々
知
名 

実
久
村
嘉
入 

和
泊
村
玉
城 

知
名
村
屋
子
母 

和
泊
村
国
頭 

〃 
 

手
々
知
名 

〃 
 

和
泊 

知
名
村
田
皆 

和
泊
村
国
頭 

笠
利
村
佐
仁 

知
名
村
田
皆 

〃 
 

屋
子
母 

和
泊
村
手
々
知
名 

〃 
 

〃 

知
名
村
芦
清
良 

〃 
 

上
平
川 

伊
仙
村
伊
仙 

知
名
村
屋
者 

和
泊
村
玉
城 

川
辺
郡
加
世
田
町 

知
名
村
田
皆 

〃 
 

余
多 

天
城
村
兼
久 

訓
導 

〃 〃 〃 代
用
教
員 

農
専
訓 

訓 

導 

〃 〃 〃 裁
専
訓 

代
用
教
員 

訓 

導 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 裁
専
訓 

訓 

導 

〃 〃 准
訓
導 

戸
田 

熊
吉 

市
来 

ヨ
ネ 

源 
 

瑞
良 

加
藤 

忠
孝 

山 
 

窪
秀 

桑
野 

 

信 

佐
々
木
ト
ヨ 

沖 
 

菊
枝 

土
持 

 

博 

今
井 

文
雄 

中
屋 

力
子 

奥 
 

信
雄 

泉 
 

上
徳 

中
山 

ハ
ル 

東 
 

武
義 

福
山 

 

郁 

高
元 

民
窪 

城
村 

ハ
ル 

樺
山 

吉
郎 

林 
 

清
良 

玉
野 

静
子 

貴
島 

初
男 

今
井 

隆
造 

安
田 

ヒ
デ 

永 
 

誠
良 

八
・ 

三 

八
・ 

三 

八
・ 

三 

八
・ 

三 

八
・ 

四 

八
・ 

五 

八
・
一
〇 

九
・ 

三 

九
・ 

三 

九
・ 

五 

九
・
一
〇 

九
・
一
○ 

九
・
一
〇 

九
・
一
〇 

 

一
〇
・ 

三 

一
〇
・ 

三 

一
〇
・ 

三 

一
〇
・ 

三 

一
〇
・ 

八 

一
〇
・ 

九 

一
一
・ 

三 

一
一
・ 

三 

一
一
・ 

三 

一
一
・ 

三 

一
一
・ 

三 

九
・ 

八 

一
五
・ 

三 

一
一
・ 

三 

九
・
一
〇 

一
〇
・ 

八 

九
・ 

五 

一
二
・ 

三 

一
一
・ 

三 

一
二
・ 

三 

一
〇
・ 

八 

一
一
・ 

四 

一
〇
・ 

三 

一
〇
・ 

三 

九
・
一
一 

一
三
・ 

五 

一
九
・ 

四 

一
一
・ 

三 

一
三
・ 

一 

一
五
・ 

三 

一
三
・ 

三 

一
四
・ 

三 

一
五
・ 

一 

一
四
・ 

三 

一
四
・ 

三 

 

 尋 科 

〃
二
〃 

第
一
学
年 

学 

年 

三
一 

三
七 男 

卒
業
・
修
業
児
童
数 

二
六 

四
四 女 

五
七 

八
一 計 

一 二 学
級 

山
下 

窪
義 

鍋
田 

ツ
ル 

西
村 

米
悦 

担 
 

任 

 

和
泊
村
内
城 

〃 
 

和
泊 

訓 

導 

〃 

豊
山 

英
敏 

肥
後 

業
昭 

一
一
・ 

五 

一
一
・ 

四 

一
二
・ 

三 

一
二
・ 

三 

 

訓
導
兼
校
長 

 科等高 科  常 

総 

計 

計 

〃
二
〃 

第
一
学
年 

計 

〃
六
〃 

〃
五
〃 

〃
四
〃 

〃
三
〃 

島 
 

義
智 

二
三
五 

四
二 

二
五 

一
七 

一
九
三 

二
六 

三
三 

三
八 

二
八 

二
三
四 

四
三 

二
〇 

二
三 

一
九
一 

三
一 

二
六 

三
四 

三
〇 

四
六
九 

八
五 

四
五 

四
〇 

三
八
四 

五
七 

五
九 

七
二 

五
八 

九 二 一 一 七 一 一 一 一 

  

脇
田 

清
澄 

山
畠 
力
子 

 

甲 
 

東
寿 

佐
々
木
ウ
メ 

村
山 

上
信 

福
島 

義
直 

 

（
出
身
地
） 

 

和
泊
村
国
頭 

 

〃 
 

玉
城 

 

〃 
 

国
頭 

 

〃 
 

後
蘭 

 

〃 
 

国
頭 

 

〃 
 

〃 

 

〃 
 

〃 

 

〃 
 

手
々
知
名 

 

〃 
 

和
泊 

 

〃 
 

国
頭 

 

〃 
 

西
原 

（
職
名
） 

訓 

導 

〃 〃 代
用
教
員 

訓 

導 

〃 〃 〃 代
用
教
員 

訓 

導 

校 

長 

（
氏
名
） 

山
畠 

力
子 

大
屋 

仲
英 

鍋
田 

ツ
ル 

山
下 

窪
義 

福
島 

義
直 

南 
 

イ
シ 

脇
田 

俊
良 

菅
村 

 

幸 

秋
葉 

マ
ス 

先
田 

茂
悦 

東 
 

貞
良 

(

就
任
年
月
） 

二
・ 

四 

二
・ 

四 

二
・ 

四 

二
・ 

二 

三
・ 

四 

三
・ 

四 

四
・ 

四 

四
・ 

四 

五
・ 

四 

五
・ 

四 

六
・ 

四 

(

離
任
年
月) 

五
・ 

三 

三
・ 

三 

七
・  

一 

一
二
・ 

三 

七
・ 

三 

一
二
・ 

三 

六
・ 

八 

六
・ 

八 

五
・ 

八 

七
・ 

三 

一
三
・ 

三 
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(三) 

大
城
尋
常
高
等
小
学
校 

1 

沿 

革 

ア
昭
和
二
年
度
ま
で
の
校
地
拡
張
及
び
校
舎
の
新
改
築 

 

○ 

校
地 

       
 

御
大
典
記
念
と
し
て
奉
安
庫
建
設 

 
 
 

建
設
費 

 
 
 
 

町
費 

 
 

三
〇
〇
円 

 
 
 
 

区
民
寄
附 

二
二
円
五
〇
銭 

 
 
 
 

職
員 

〃  

三
二
円
五
〇
銭 

 
 
 

小
石
・
砂
の
運
搬
は
学
校
児
童
の
奉
仕 

 
 
 
 

伊
延
浜
か
ら
四
回
（
小
石
） 

 
 
 
 

与
和
浜
か
ら
二
回
（
砂
） 

 
 
 

区
民
は
砂
、
与
和
浜
か
ら
一
回
宛
奉
仕 

 
 
 
 

労
力
奉
仕
二
五
〇
名 

 
 
 

鮫
島
十
平
次
氏
（
川
内
の
人
）
は
奉
安
庫
の
柵さ

く

建
設
に
二 

 
 

五
日
間
奉
仕
し
た
。 

ウ
昭
和
六
年 

南
校
舎
の
東
に
便
所
建
築 

エ
昭
和
八
年 

井
戸
並
に
タ
ン
ク
設
置 

オ
昭
和
九
年 

後
援
会
事
業
と
し
て
、
南
植
美
氏
の
畑
地
二
反
七 

 
 
 
 
 
 

畝
八
歩
購
入
、
農
業
専
科
教
員
配
置
さ
る
。 

 
 
 
 
 
 

便
所
改
築 

予
算
額
七
二
〇
円 

 
 
 
 
 
 

奉
安
殿
周
囲
の
整
備
美
化
（
卒
業
生
） 

 
 
 
 
 
 

畜
舎
一
棟
新
築 

カ
昭
和
十
年 

青
年
訓
練
所
並
に
農
業
補
習
学
校
を
統
合
し
て
青 

 
 
 

創
立
当
時
の
敷
地
坪
数
九
○
○
坪
（
明
・
三
一
） 

 
 
 

第
一
回
拡
張 

 
 
 

七
〇
六
坪
（
明
・
三
七
） 

 
 
 

第
二
回
拡
張 

 
 
 

九
八
七
坪
（
大
・
二
～
三
） 

 
 
 

第
三
回
拡
張 

 
 
 

一
二
○
坪
（
昭
・
二 

） 

 
 
 
 

計 
 
 
 
 
 

二
七
一
三
坪 

 
 
 
 

内
、
運
動
場 

 

一
一
九
七
坪 

 

○ 

校
舎 

 
 
 

大
正
十
五
年
校
舎
新
築
一
三
〇
坪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改
築
一
〇
〇
坪 

 
 
 
 

全
校
舎
の
内
訳 

 
 
 

・
東
校
舎 

四
四
坪
（
明
・
四
二
） 

 
 
 

・
西
校
舎
一
〇
〇
坪
（
昭
・
二 

） 

 
 
 

・
南
校
舎 

五
〇
坪
（
大
・
三 

） 

 
 
 

・
北
校
舎
一
三
〇
坪
（
昭
・
二 

） 

 
 
 
 

計 

三
二
四
坪 

イ
昭
和
三
年 

 
○ 

東
校
舎
四
四
坪
を
六
〇
坪
に
増
築 

 
 
 

観
賞
園
設
置
（
北
校
舎
の
東
空
地
） 

 
 
 

水
生
動
植
物
池
（
西
校
舎
の
西
校
庭
に
） 

 

○ 

奉
安
庫
建
設 

      
 
 
 
 
 

年
学
校
発
足 

 

○
奉
安
殿
前
に
青
年
訓
練
所
生
徒
有
志
に
て
記
念
事
業
と
し
て 

 
 

池
を
造
る
。 

 

○
学
校
後
援
会
に
於
て
、
実
習
地
と
し
て
栄
池
久
氏
の
畑
地
一 

 
 

反
八
畝
一
二
歩
購
入
す
。 

 

○
行
幸
記
念
林
の
造
林 

 
 

学
林
地
を
整
理
し
て
、
杉
五
三
〇
本
、
桧
七
〇
〇
本
、
モ
ッ 

 
 

コ
ク
三
六
〇
本
、
計
一
五
九
○
本
植
付
。 

 

○
畜
牛
一
頭
購
入 

六
〇
円 

キ
昭
和
十
一
年
職
員
住
宅
建
築 

工
事
費
四
一
一
円
四
七
銭 

2 

教
職
員
名
簿 

          

 
〃 

 

国
頭 

 
知
名
村
芦
清
良 

 

和
泊
村
和
泊 

 

〃 
 

国
頭 

 

〃 
 

手
々
知
名 

 

和
泊
村
畦
布 

 

西
方
村
西
古
見 

 

〃 
 

篠
川 

 

和
泊
村
国
頭 

 

知
名
村
上
平
川 

 

〃 
 

芦
清
良 

 

大
和
村
恩
勝 

 

伊
仙
村
目
手
久 

 

和
泊
村
手
々
知
名 

 

〃 
 

国
頭 

 

亀
津
町
尾
母 

 

喜
界
町 

 

訓 

導 

〃 〃 〃 〃 代
用
教
員 

訓 
導 

准
訓
導 

訓 

導 

〃 訓 

導 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 代
用
教
員 

福
島 

忠
綱 

窪
田 

ア
キ 

土
持 

六
男 

森
田 

武
勝 

玉
江 

美
祢 

三
島 

安
隆 

肥
後 

西
生 

慶 
 

貞
親 

佐
々
木
ト
ヨ 

富
久 

窪
助 

窪
田 
ア
キ 

長
田 

 
淳 

赤
崎 

福
祐 

伊
集
院
キ
ヨ 

西
村 

米
悦 

安 
 

健
助 

岡
島 

憲
二 

清
村 

薫
一 

六
・ 

九 

六
・ 

九 

七
・ 

四 

七
・ 

四 

七
・ 

四 

七
・ 

四 

八
・ 

四 

九
・ 

二 

九
・ 

五 

九
・
一
〇 

一
〇
・ 

四 

一
〇
・ 

四 

一
一
・ 

四 
一
一
・ 

四 
一
一
・ 
四 

一
一
・ 
四 

一
一
・
一
一 

一
一
・ 

九 
一
一
・ 

三 

九
・ 

五 

一
四
・ 

三 

九
・ 

一 

一
四
・ 

三 

七
・ 

四 

一
〇
・ 

三 

一
一
・ 

八 

一
二
・ 

三 

一
一
・ 

三 

一
二
・ 

三 

一
一
・ 

三 

一
二
・ 

三 

一
五
・
一
〇 

一
一
・
一
一 

一
五
・ 

三 

一
三
・ 

三 
一
二
・ 

三 

 

 

（
出
身
地) 

 

和
泊
村
和 

 

天
城
村 

 

和
泊
村
皆
川 

 

〃 
 

皆
川 

 

〃 
 

玉
城 

 

〃 
 

手
々
知
名 

 

知
名
村
上
城 

 

和
泊
村
皆
川 

 

〃 
 

皆
川 

 

〃 
 

和
泊 

(

氏
名
） 

東 
 

ヨ
ネ 

宮
里 

 

健 

市
成 

直
悦 

相
良 

タ
ケ 

大
屋 

中
英 

町
田 

さ
ゑ 

山
下 

上
秋 

川
平 

植
美 

平 
 

オ
ト 

大
内
山
友
安 

（就
任
年
月
） 

二
・ 

三 

二
・ 

三 

二
・ 

五 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

四 

三
・ 

五 

四
・ 

三 

四
・ 

三 

（離
任
年
月
） 

五
・
一
一 

四
・ 

三 

五
・ 

三 

四
・ 

四 

四
・ 

三 

五
・ 

四 

一
二
・ 

三 

八
・ 

三 

九
・ 

三 

六
・ 

八 
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二 

社
会
教
育 

 

(一) 

青
年
訓
練
所 

 

「
鹿
児
島
県
教
育
史
」
は
青
年
訓
練
所
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に 

述
べ
て
い
る
。 

 

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
国
際
連 

盟
の
成
立
で
、
戦
争
回
避
の
気
分
が
高
ま
り
、
ま
た
戦
後
の
荒
廃 

を
早
く
復
興
す
る
た
め
に
、
常
備
軍
の
縮
尐
や
現
役
兵
の
在
営
期 

間
短
縮
を
図
っ
た
。
そ
の
た
め
に
生
ず
る
兵
力
の
減
尐
に
つ
い
て 

は
、
青
年
に
軍
事
教
練
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
カ
バ
ー 

す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

日
本
も
大
戦
後
は
、
大
正
九
年
に
早
く
も
過
剰
生
産
、
輸
出
貿 

(四) 

内
城
尋
常
高
等
小
学
校 

 

教
職
員
名
簿 

                       

易
の
不
振
に
お
ち
入
り
、
不
況
が
慢
性
化
し
て
き
た
の
で
、
民
力 

培
養
の
立
場
か
ら
軍
縮
論
が
や
か
ま
し
く
な
り
、
陸
軍
を
四
個
師 

団
廃
止
し
た
。
そ
こ
で
政
府
は
大
正
十
四
年
に
「
陸
軍
現
役
将
校 

学
校
配
属
令
」
を
公
布
し
、
現
役
将
校
を
中
学
校
以
上
の
男
子
の 

学
校
に
派
遣
し
て
、
生
徒
・
学
生
の
軍
事
教
練
を
強
化
し
兵
力
縮 

尐
の
欠
点
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
小 

学
校
を
卒
業
し
て
職
業
に
従
事
す
る
勤
労
青
年
に
対
し
て
も
、
二 

十
歳
ま
で
兵
式
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
を
計
画
し
、大
正
十
五
年
、 

青
年
訓
練
所
令
を
公
布
し
た
。 

 

青
年
訓
練
所
は
、
お
お
む
ね
十
六
歳
よ
り
二
十
歳
ま
で
の
男
子 

を
収
容
し
、
訓
練
時
間
は
、
四
年
を
通
じ
て
、
修
身
お
よ
び
公
民 

科
百
時
間
、
教
練
四
百
時
間
、
普
通
学
科
二
百
時
間
、
職
業
科
百 

時
間
を
下
ら
な
い
こ
と
に
し
た
。
実
業
補
習
学
校
に
比
較
し
て
教 

練
の
時
間
が
多
く
、
職
業
訓
練
は
時
間
が
尐
な
く
な
っ
て
い
る
。 

設
立
は
、
公
立
の
場
合
、
実
業
補
習
学
校
ま
た
は
小
学
校
に
併
設 

す
る
こ
と
を
常
例
と
し
、
工
場
・
鉱
山
・
商
店
な
ど
で
人
数
の
多 

い
所
は
、
私
立
を
も
っ
て
設
立
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
し
て
こ 

の
青
年
訓
練
所
を
卒
業
し
た
者
は
、
在
営
期
間
を
半
年
短
縮
す
る 

と
い
う
こ
と
で
入
学
を
勧
誘
し
た
。
こ
う
し
て
大
多
数
の
勤
労
青 

年
は
、
実
業
補
習
学
校
と
青
年
訓
練
所
の
両
方
に
在
籍
し
て
教
育 

和
泊
村
瀬
名 

〃 
 

和
泊 

〃 
 

古
里 

〃 
 

手
々
知
名 

〃 
 

古
里 

〃 
 

手
々
知
名 

〃 
 

玉
城 

〃 
 

和
泊 

〃 
 

皆
川 

知
名
村
屋
者 

和
泊
村
和
泊 

〃 
 

後
蘭 

〃 
 

大
城 

〃 
 

和
泊 

〃 
 

皆
川 

知
名
村
余
多 

和
泊
村
皆
川 

〃 
 

和
泊 

伊
仙
村 

和
泊
村
大
城 

〃 
 

和
泊 

西
方
村 

知
名
村
正
名 

中
村 

静
造 

源 
 

瑞
良 

重
村 

中
間 

中
村 

良
明 

林 
 

ス
ミ 

沖 
 
 

彬 
玉
野
英
一
郎 

操 
 

百
合 

相
良 

タ
ケ 

俵
原 

 

宏 

秋
葉 

マ
ス 

前
田 

フ
ユ 

橋
口 

富
一 

秋
葉 

マ
ス 

川
平
鎌
三
郎 

甲
斐 

董
翠 

中
原 

ト
ミ 

武
山
ユ
キ
ノ 

永
喜 

佐
伯 

橋
口 

初
枝 

窪
田 

ア
キ 

中
島 

善
一 

伊
井 

内
元 

松
村 

隆
成 

四
・ 

三 

四
・ 

三 

四
・ 

八 

五
・ 

三 

五
・ 

三 

五
・ 

三 

五
・ 

三 

五
・ 

五 

五
・
一
〇 

五
・
一
〇 

五
・
一
二 

六
・ 

三 
六
・ 
八 

七
・ 
三 

七
・ 

三 

八
・ 

三 

八
・ 

三 

八
・
一
一 

九
・ 

三 

九
・ 

三 

九
・ 

五 

九
・
一
〇 

一
〇
・ 

三 

一
一
・ 

八 

一
二
・ 

三 

八
・ 

三 

一
二
・ 

三 

一
二
・ 

九 

八
・
一
〇 

五
・ 

八 

一
〇
・ 

三 

七
・ 

三 

一
三
・ 

三 

一
二
・ 

三 

六
・ 

三 

九
・ 

三 

一
四
・ 

三 

一
二
・ 

三 

一
四
・ 

三 
一
八
・ 

三 
一
三
・ 
三 

一
三
・ 
三 

一
一
・ 

八 

一
六
・ 

三 

一
〇
・ 

三 

一
一
・ 

三 

一
二
・ 

三 

一
五
・ 

三 

 （
出
身
地
） 

和
泊
村
大
城 

〃 
 

内
城 

〃 
 

瀬
名 

〃 
 

皆
川 

〃 
 

谷
山 

〃 
 

手
々
知
名 

〃 
 

皆
川 

〃 
 

和
泊 

〃 
 

出
花 

〃 
 

手
々
知
名 

〃 
 

内
城 

〃 
 

内
城 

〃 
 

瀬
名 

〃 
 

大
城 

 

〃 
 

和
泊 

〃 
 

後
蘭 

知
名
村
住
吉 

天
城
村
岡
前 

和
泊
村
後
蘭 

（
氏
名
） 

橋
口 

富
一 

橋
口 

豊
重 

市
来 

俊
一 

川
平 

リ
ウ 

大
江 

里
弘 

沖 
 
 

彬 

皆
川 

恵
一 

大
坪 

ア
キ 

泉 
 

義
重 

中
村 

良
明 

村
山 

植
元 

川
畑 

ツ
ル 

山
畠 

力
子 

大
朝 

初
枝 

関 
 

正
三 

梶
原 

ま
つ 

前
田 

フ
ユ 

島 
 

元
広 

田
畑 

武
秀 

朝
戸
大
屋
治 

（就
任
年
月
） 

二
・ 

三 

九
・
一
〇 

二
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

三 

三
・ 

八 

三
・
一
〇 

四
・ 

三 

四
・ 

三 

四
・ 

三 

五
・ 

三 

五
・ 

三 

七
・ 

三 

八
・ 

六 

八
・ 

六 

九
・ 

三 

九
・ 

三 

九
・
一
〇 

九
・
一
〇 

（離
任
年
月
） 

四
・ 

三 

一
三
・ 

三 

一
二
・ 

三 

三
・ 

八 

三
・ 

九 

四
・ 

三 

九
・
一
〇 

五
・ 

二 

八
・
一
二 

五
・ 

三 

一
二
・ 

三 

八
・ 

六 

一
〇
・ 

二 

九
・ 

三 

九
・ 

八 

一
〇
・ 

三 

一
五
・ 

三 

九
・
一
〇 

一
一
・ 

三 

一
二
・ 

九 

 

 

和
泊
村
玉
城 

知
名
村
屋
子
母 

〃 
 

田
皆 

〃 
 

余
多 

伊
仙
村
伊
仙 

東 
 

武
志 

栄 
 

ナ
ツ 

栄 
 

薫
允 

先
田 

実
芳 

宮
當 

一
枝 

政 
 

政
金 

南 
 

繁
隆 

九
・
一
〇 

一
〇
・ 

三 

一
〇
・ 

三 

一
〇
・ 

三 

一
〇
・ 

三 

一
一
・ 

三 

一
一
・ 

五 

一
〇
・ 

三 

一
三
・ 

三 

一
二
・ 

三 

一
八
・ 

三 

一
二
・ 

三 

一
六
・ 

三 

一
三
・ 

三 
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を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

  

○
和
泊
村
の
青
年
訓
練
所 

  

大
正
十
五
年
に
公
布
さ
れ
た
青
年
訓
練
所
令
を
受
け
て
、
和
泊 

村
で
は
村
内
四
つ
の
尋
常
高
等
小
学
校
に
青
年
訓
練
所
を
附
設
し 

た
。
す
な
わ
ち
、
和
泊
青
年
訓
練
所
・
国
頭
青
年
訓
練
所
・
大
城 

青
年
訓
練
所
・
内
城
青
年
訓
練
所
で
あ
る
。
島
に
い
る
一
般
青
年 

（
男
子
）
を
集
め
て
大
正
十
五
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
実
業
補 

習
学
校
に
比
べ
て
教
練
の
時
間
が
多
く
徴
兵
ま
で
の
予
備
教
育
的 

な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
教
練
の
指
導
に
当
た
っ
た
の
は
、
現
役
を 

終
え
た
在
郷
軍
人
で
指
導
員
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
当
時
大
城
青
年 

訓
練
所
の
指
導
員
で
あ
っ
た
伊
集
院
武
一
氏
（
大
城
在
住
）
に
よ 

る
と
、 

 

「
大
城
青
年
訓
練
所
で
は
、
週
一
回
、
午
後
か
ら
訓
練
に
当
り
、 

学
科
は
「
公
民
」
と
「
社
会
」
で
小
学
校
の
教
室
を
借
用
し
、
教 

頭
が
そ
の
授
業
に
当
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
指
導
員
に
は
、
和
泊
訓 

練
所
に
福
島
清
英
氏
、
内
城
訓
練
所
に
村
田
道
実
氏
、
国
頭
訓
練 

所
に
西
村
常
明
氏
な
ど
が
い
た
。訓
練
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
、 

知
名
村
と
の
合
同
演
習
も
行
な
わ
れ
た
。」 

       

イ
和
泊
村
産
業
組
合
婦
人
会
の
事
業 

(１)
貯
金
の
奨
励 

 

○
毎
月
貯
金
日
を
定
め
て
、
貯
金
係
が
集
金
し
て
産
業
組
合
へ 

 
 

貯
金
す
る
。 

 

○
チ
ヨ
ク
米
と
い
っ
て
、
ご
飯
を
炊
く
た
び
に
使
っ
た
つ
も
り 

 
 

で
盃
一
杯
ず
つ
の
米
を
取
り
わ
け
、
そ
れ
を
売
っ
た
金
や
、 

 
 

そ
の
他
各
自
で
色
々
工
夫
し
て
貯
金
を
励
行
し
た
。 

(２)
婦
人
消
防 

 
 

婦
人
消
防
組
合
長
は
農
協
長
の
伊
集
院
周
国
氏
で
、
副
組
合 

 

長
は
産
業
組
合
婦
人
会
長
の
伊
集
院
か
ね
氏
で
あ
っ
た
。
火
事 

 

の
際
男
子
の
活
動
だ
け
で
は
災
害
を
最
尐
限
に
防
ぎ
と
め
ら
れ 

 

な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
婦
人
の
協
力
が
重
要
視
さ
れ
た
。
活 

 

発
な
動
作
を
す
る
に
は
、
ま
ず
軽
装
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
ろ 

 

い
の
ハ
ッ
ピ
に
モ
ン
ペ
、
消
防
ず
き
ん
を
目
ぶ
か
に
か
ぶ
っ
た 

 

き
り
り
と
し
た
姿
は
、
男
の
消
防
夫
に
尐
し
も
ひ
け
を
取
ら
な 

 

い
い
で
た
ち
で
あ
っ
た
。
消
防
ポ
ン
プ
の
操
作
も
熱
心
な
練
習 

 

で
熟
達
し
、
と
て
も
き
び
き
び
し
て
、
非
常
時
色
を
帯
び
つ
つ 

 

あ
る
時
局
に
適
切
な
組
織
で
あ
っ
た
。
夜
間
火
事
の
際
、
水
く 

 

み
に
困
り
各
部
落
名
入
り
の
弓
張
り
ち
ょ
う
ち
ん
を
そ
ろ
え 

 

た
。 

 

(二) 

産
業
組
合
婦
人
会 

１
和
泊
村
産
業
組
合
婦
人
会
の
発
足 

 

昭
和
三
年
、
天
皇
階
下
の
御
即
位
の
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
翌 

四
年
、
和
泊
村
産
業
販
売
購
買
組
合
の
記
念
事
業
と
し
て
、
産
業 

組
合
婦
人
会
を
結
成
し
た
。
わ
が
和
泊
村
で
は
、
村
婦
人
会
員
即 

産
業
組
合
婦
人
会
員
で
あ
っ
た
。 

 

ア
和
泊
村
産
業
組
合
婦
人
会
の
組
織 

(１)
各
大
字
ご
と
に
産
業
組
合
婦
人
会
を
組
織
し
、
そ
の
連
合
体
と 

 

し
て
和
泊
村
産
業
組
合
婦
人
会
を
組
織
し
た
。 

(２)
役
員 

 

○
各
字
の
役
員 

 
 

会
長 

一
名
。
副
会
長 

一
名
。 

 
 

評
議
員 

各
報
効
農
事
小
組
合
ご
と
に
一
名
宛
。 

 
 

幹
事 

仝
右
。
労
働
部
長 

一
名
。 

 

○
村
の
役
員 

 
 

会 

長 

一
名
（
評
議
員
に
於
て
選
挙
） 

 
 

副
会
長 

一
名
な
い
し
二
名
（
仝
右
） 

 
 

評
議
員 

一
八
名
（
各
字
会
長
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
つ
） 

 
 

幹 

事 
九
四
名
（
各
字
幹
事
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
つ
） 

      

(３)
奉
仕
作
業 

○ 

各
墓
地
内
の
共
同
の
場
所
、
無
縁
墓
地
、
告
別
式
場
な
ど
会 

 

員
が
協
力
し
あ
っ
て
清
掃
し
、
字
の
人
達
か
ら
感
謝
さ
れ
た
。 

 

お
盆
と
正
月
前
に
年
二
回
行
っ
た
。 

○
西
郷
南
洲
銅
像
建
立
の
奉
仕
作
業 

 
 

鹿
児
島
市
の
西
郷
南
洲
銅
像
建
立
の
た
め
の
土
台
作
り
に
、 

 

和
泊
村
産
業
組
合
婦
人
会
長
伊
集
院
か
ね
氏
ほ
か
十
三
名
が
、 

 

村
の
婦
人
会
代
表
で
参
加
し
た
。
作
業
は
土
運
び
だ
っ
た
。
そ 

 

の
時
、
新
聞
記
者
の
「
こ
の
奉
仕
作
業
は
竜
郷
村
が
最
初
に
や 

 

る
の
が
当
然
だ
と
思
う
の
に
、
な
ぜ
和
泊
が
さ
き
に
な
っ
た
の 

 

か
。」
と
の
質
問
に
対
し
、
会
長
の
伊
集
院
か
ね
氏
は
、「
な
る 

 

ほ
ど
竜
郷
に
は
子
孫
は
残
さ
れ
た
が
、
和
泊
に
は
西
郷
精
神
が 

 

立
派
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。
和
泊
が
最
初
に
は
せ
参
じ
る
の 

 

が
当
然
だ
と
思
う
。」
と
答
え
た
。 

○
各
字
で
の
敬
老
会
の
行
事
は
婦
人
会
が
中
心
に
な
り
、
青
年
男 

 

女
の
協
力
で
盛
大
に
行
な
っ
た
。 

(４)
か
ま
ど
改
善 

 
 

本
島
は
昔
か
ら
三
つ
石
か
ま
ど
を
使
用
し
て
い
た
が
、
こ
の 

 

か
ま
ど
は
原
始
的
で
火
の
手
が
三
方
に
出
て
危
険
で
あ
り
、
そ 

 

の
上
熱
源
が
逃
げ
て
非
能
率
的
で
燃
料
も
不
経
済
で
あ
っ
た
の 

734 
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で
、
今
平
技
手
の
指
導
で
改
良
か
ま
ど
造
り
が
始
ま
っ
た
。
村 

 
婦
人
会
は
「
か
ま
ど
改
善
互
助
会
」
等
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
普 

 

及
発
展
に
努
力
し
た
。 

○
か
ま
ど
改
善
互
助
会
に
つ
い
て 

 
 

昭
和
七
年
七
月
二
日
、
有
限
責
任
大
島
信
用
組
合
長
よ
り
表 

 

彰
さ
れ
た
記
念
事
業
と
し
て
、
報
効
農
事
小
組
合
ご
と
に
か
ま 

 

ど
改
善
互
助
会
を
組
織
し
、
毎
月
五
十
銭
な
い
し
一
円
の
講
金 

 

を
出
金
せ
し
め
、
抽
せ
ん
で
無
利
息
貸
与
し
た
。
か
ま
ど
を
造 

 

る
砂
や
砂
利
は
月
夜
を
利
用
し
て
、
会
員
が
共
同
で
運
搬
し
、 

 

輪
番
に
改
善
し
た
。一
小
組
合
中
八
割
以
上
改
善
し
た
場
合
は
、 

 

部
落
の
会
よ
り
こ
れ
を
表
彰
し
、
全
部
改
善
し
た
時
は
、
本
会 

 

よ
り
そ
の
小
組
合
を
表
彰
す
る
こ
と
に
し
た
。 

(５)
産
業
組
合
婦
人
会
の
基
本
金
作
り 

○
産
業
組
合
婦
人
会
基
本
金
規
程 

 

第
一
条 

○
○
部
落
産
業
組
合
婦
人
会
は
、
第
二
条
の
目
的
に
使
用
す 

 
 

る
た
め
、
基
本
金
を
造
成
蓄
積
す
る
も
の
と
す
。 

 

第
二
条 

基
本
金
は
会
長
之
を
管
理
し
、
次
の
こ
と
に
使
用
す
る
も
の 

 
 

と
す
る
。 

 
 

一
、
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
る
費
用
。 

 
 

一
、
会
員
の
娯
楽
費
又
は
社
会
奉
仕
的
事
業
費
拠
出
。 

 
 

一
、
そ
の
他
会
長
に
於
い
て
必
要
と
認
め
た
る
費
用
。 

                          

 

第
三
条 

基
本
金
は
会
員
の
共
同
作
業
又
は
拠
出
に
よ
り
造
成
す
る
も 

 
 

の
と
す
。 

 

第
四
条 

基
本
金
は
所
属
産
業
組
合
に
預
金
し
て
お
く
も
の
と
す
。 

 

第
五
条 

基
本
金
は
役
員
会
の
決
定
を
経
て
収
支
す
る
も
の
と
す
。 

 

第
六
条 

会
長
は
毎
年
一
月
又
は
二
月
の
総
会
に
於
て
前
年
一
月
よ
り 

 
 

十
二
月
の
収
支
決
算
を
報
告
す
る
こ
と
。 

 

第
七
条 

基
本
金
は
○
○
部
落
産
業
組
合
婦
人
会
存
続
中
配
当
処
分
を 

 
 

な
す
こ
と
を
得
ず
。
但
し
、
や
む
を
得
ず
処
分
を
な
す
必
要
起
り
た 

 
 

る
場
合
は
総
会
の
同
意
を
得
て
之
を
行
う
こ
と
を
得
。 

 

第
八
条 

本
規
定
の
改
廃
は
総
会
の
決
議
を
得
る
こ
と
を
要
す
。 

 

第
九
条 

本
規
程
は
昭
和
四
年
六
月
よ
り
之
を
実
施
す
。 

○
産
業
組
合
婦
人
会
の
事
業
成
積 

 
 

昭
和
九
年
度
の
事
業
成
積
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。 

(６)
そ
の
他 

○
産
業
組
合
婦
人
会
全
国
大
会
（
長
野
市
）
に
伊
集
院
か
ね
会
長 

 

が
出
席
し
、
和
泊
町
産
業
組
合
婦
人
会
に
つ
い
て
事
例
発
表
し 

 

た
。 

○
婦
人
会
員
の
舞
踊
練
習 

 
沖
縄
舞
踊
指
導
者 

名
島
ス
エ
氏 

 

日
本
舞
踊
指
導
者 

平
瀬
ヒ
デ
氏 

           

和泊村産業組合婦人会事業成績一覧表                                    （昭和9年12月31日現在） 

部落名 
会 
員 
数 

貯金総 
額(円) 

会員１ 
人平均 
額(円) 

順 
位 

労働 
部人 
員 

消防組 
員 数 

窺改善
済戸数 

同左互
助会数 

家計簿
記入試 
練者数 

作業服
着用数 

茶配 
付数 

製袋数 製莚数 
基本金 
(円) 

共同 
作業 

同左作物 

和  泊 
人 円 円   人 人               円   貸地、大茎種 

百合、甘藷 224 2,313.180 10.320  12 100 100 118 7 69 180   239,751 169 97,840 1町歩 

和 142 601.330 4.230  17 61 34 23 4 109 36 420     46,250 1 反 落花生 

手々知名 151 2,167.040 14.350  7 40 59 88 7 40 83 68 156,852 139 91,960 8 畝 百合 

喜 美 留 141 1,940.720 13.760  8 40 48 30   65 40       24,290 1 反 甘藷 

国  頭 235 2,520.340 10.720  11 27 44 7   100 129 268 7,000   252,220 2 反 〃 

西  原 81 1,654.710 20.420  2 18 10 8   20 15 110     139,280 2反3畝 〃 

出  花 57 258.450 4.530  16 35 8 8 3 24         42,410 5 畝 落花生 

畦  布 172 945.440 5.470  15 38 10 7 4 42 40       84,320 4 畝   

根  折 108 701.090 6.490  14 51 30 25 3 90 52 90     70,360 6 畝 甘藷 

玉  城 202 2,624.360 12.990  9 74 40 17   120 80     11,136 131,970 7 畝 〃 

内  城 47 851.980 18.120  3 20 30 11 5 67 15 510     61,970 5 畝 大茎種 

大  城 100 395.330 3.950  18 15 10 6   48 12 400     56,620 5 畝 落花生 

皆  川 90 1,595.880 17.730  4 25 40 43   81 16 380 143,214 791 64,200 4 畝 〃 

古  里 101 1,514.150 14.990  6 30 20 34 4 43 30 1,481   1,900 105,700 7 畝 〃 

後  蘭 35 548.640 15.660  5 27 25 1   31 25 305     17,210 3 畝   

田 舎 平 56 618.850 11.050  10 20 35     29 30 60   220 50,690 1反9畝 大茎種、甘藷 

永  嶺 51 1,116.210 21.880  1 34 21 10   33 30 540     33,810 4 畝 甘藷、百合 

瀬  名 69 604.510 8.760  13 30 30 20 4 13 50 3,108     52,210 6 畝 甘藷 

和 泊 村 2,063 22,973.210           41           1,337,700     

計 2,063 22,973.210 11.130    685 594 456   1,024 863 1,540 546,817 14,255 2,761,010     

 

736 

 

737 

 


